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令和７年度第１回安全技術調査会の審議結果について（概要） 

 

 

１ 開催日時・場所 

令和７年９月 30日（火）17:00～19:00  

ＡＰ虎ノ門 会議室Ａ 

（東京都港区西新橋 1-6-15 NS虎ノ門ビル 11階）(Web 併用） 

 

２ 出席者 ※敬称略 

○安全技術調査会委員（10名）※五十音順 

朝比奈 靖浩、天野 景裕、池田 和彦、石井 明子、大隈 和、瀬尾 幸子、玉井 佳子、水

上 拓郎（欠席 荒戸 照世、脇田 隆字） 

〇日本赤十字社（２名） 

谷 慶彦、後藤 直子 

○参考人（２名） 

 関 洋平（国立健康危機管理研究機構 国立感染症研究所 次世代生物学的製剤研究センタ

ー 第１室長） 

  手塚 健太（国立健康危機管理研究機構 国立感染症研究所 次世代生物学的製剤研究セン

ター 第２室長） 

 

３ 議事概要 

○議題１ 座長の選出及び座長代理の指名について 

 座長に大隈委員が選出され、座長代理に水上委員が指名された。 

 

○議題２ 感染症安全対策体制整備事業について 

 関参考人より、以下のとおり報告があった。 

 デングウイルス 1～4型に対する核酸検査の精度管理に資する国内参照品を整備し、多

施設共同測定を実施した。これにより、国内外のキットを用いて施設間で検出感度を比

較できる体制が整備された。 

 新たな取組として、献血血液の血清学的背景を把握するためのサーベイランス体制を

構築するとともに、献血検体でエムポックスウイルス陽性疑いが発生した場合の検査

体制も構築した。 

 これらの取組については、令和７年度以降も継続する予定である。 

 

○議題３ NATコントロールサーベイ事業について 

 手塚参考人より、以下のとおり報告があった。 

 血漿分画製剤の原料血漿プール NAT を実施する施設を対象に、パルボウイルス B19

（PVB19）NAT の検出感度及び特異性の実情把握を目的としたコントロールサーベイを

実施した。 
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 その結果、配付した PVB19 陽性検体は全て検出され、各施設で適切に精度管理が実施

されていることが確認された。 

 

○議題４ 令和６年度の血液製剤安全性確保の取組 

 日本赤十字社より、2024 年度に医療機関から報告された輸血感染症、遡及調査、輸血副

作用等について、以下の報告があった。 

 輸血感染症 

個別 NAT導入後、医療機関からの輸血後感染疑い報告は年間 100件未満で推移しており、

減少傾向が続いており、2024年は 49件の報告があった。加えて、安全対策として、血小板

製剤について、細菌スクリーニングを導入した製剤の供給が開始された旨の報告があった。 

 輸血副作用 

報告件数は約 3,100件であり、その大半は非溶血性副作用であった。非溶血性副作用の約

４分の１が重篤であり、重症アレルギー反応や呼吸困難が多くを占めた。呼吸器系の重篤な

副作用である TRALI（輸血関連急性肺障害）及び TACO（輸血関連循環過負荷）については、

TRALI確定例 11例、TACOと評価された症例 80例であった。一方で、溶血性副作用は 26例

（即時性 11例、遅発性 15例）であり、重篤症例は 19例であった。 

 

以上 
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NAT

1 2006 HBV NAT

2007

4 2010 HIV-1 NAT for Blood Screening

5 2011 HCV genotype NAT

2013 cobas s201

7 2015 Multiplex NAT for Source Plasma and  Blood Screening (HBV/ HCV/ HIV)

9
2017 HIV subtype NAT for Blood Screening

14 2023 Multiplex NAT for Blood Screening (HBV/ HCV/ HIV-1/ HEV)

15 2024 Multiplex NAT for Source Plasma (Parvovirus B19)
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